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広報誌

東京大学工学部

特集：ヒトと機械をつなぐ研究
　１｜高速動作ロボットの研究
　２｜工学者と医者の二つの視点を持つ先生！
　３｜人と人のつながりを見る ～複雑ネットワークの科学～
　４｜暗号技術が支える、安心・安全な情報化社会

１｜高速動作ロボットの研究

１｜速すぎて動きが見えない・・・高速動作ロボットの研究

計数工学科の石川正俊教授の研究室では、ペン回しロボットやバッティングロボットなど、ユニークなロボットの研究が行わ
れている。高速ロボットと一言で言うが、実際どのようなものなのか？石川研究室を訪問し先生に直接お話を伺った。

Ｑ．石川先生の研究しておられるロ
ボットの特徴は何ですか？
私たちの研究室では、単に機械的な
動作を速くするだけでなく、認識や制
御に関する処理も高速化したロボット
の研究をしています。一般的に、ロボッ
ト研究における最終的なゴールは「人
間の動作を真似る」という点にありま
すが、本研究室では「人間よりも遙か
に器用で、人間がその動きを追跡でき
ないくらい高速動作する」ロボットを
目指しています。
Ｑ．高速処理と高速動作をもつ高速ロ
ボットを使って、最終的にどのような
ことが実現できるのですか？
まず一つ目は、高い人件費のために
海外移転をした製造工場を呼び戻すこ
とができます。時間当たりの人件費が
高いなら、10 倍の早さでロボットを
稼働すれば、トータルの作業効率が上
がります。このことによって、ロボッ
トの導入における費用対効果が高ま
り、人件費の安い外国に進出していた
日本の工場を日本にもどすことができ
ます。次に、日本の熟練技術者たちの
技術をロボットによって再現出来るよ
うにすることで、より日本の伝統的な
産業が日本の中に根付くようにしたい
と願っています。ただ、怖いくらい速

く動くので、個人的にはあまりそばに
置きたくはないですね（笑）。
Ｑ．読者へ一言、メッセージをお聞か
せください。
特に工学では、教科書に載っている
ことはあくまで我々が現時点でたどり
ついている物事の見方です。新しい発
見によってこれらの見方を修正した
り、更に深めていくのは読者のみなさ
んの役目です。ぜひがんばってくださ
い。
パントマイムなどで表現されるよう
に、ロボットの動作はぎこちなく、非
常に遅い。しかし近い将来、器用に素
早く動くロボットの浸透によって、こ
うした私たちのロボットに対するイ
メージはがらりと覆されるだろう。
（インタビューア　山戸一郎・國分朝菜）

ボールキャッチロボットがボールを受ける瞬間をとらえた写真 ( 左 ) と改良中の
ボールキャッチロボットと石川先生 ( 右 )。日々、改良が重ねられている。

鯉はゆったりと泳ぐが、水中の微生
物たちは絶え間なく高速でランダムに
泳いでいる。そこで、ミクロの世界を
観察するには、速い速度で現象を追跡
する必要がある。
教授に見せていただいた、顕微鏡と

高速度ロボットを組み合わせた装置の
デモ画像では、ゾウリムシがあたかも
視野中心で止まっているかのように見
えていた。ゾウリムシの観察といえば
理科 II、III 類なら避けては通れない実
験である。ランダムに動きまわるゾウ
リムシを懸命に追いかけることだけで
も職人技だというのに、スケッチや体
内の食胞の動きの観察もするため目ま
ぐるしく変わる視野を凝視しなくては
いけない。教養学部時代、酔いによっ
て再起不能になったことを思い出し
た。ロボットの目が狙ったゾウリムシ
を完璧に追いかけることができる。み
ごとさに感服してしまった。（國分）


